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融
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華
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機
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の
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柑
緩
め
前
設
備
、
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鉱
の
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強
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行
政
的
問
内
嶋
崎
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た
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務
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官
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し

い
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υ欝
一

回
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我
孫
子
第
一
行
政
紙
犠
条
例
的
一
総
が
と
D

山
涛
限
延
口
問
す
る
こ
と
。
と
す
る
殺
は
中
市
長
に
申
縁
し
な
け
札
ば
ら
線
終
し
て
、

6
ヵ
汚
搭
替
、
唆
汚
以
欄
義
判
知
子
市
議
鈴
間
良
、
絞
品
内

次
的
よ
う
に
改
豆
さ
れ
ま
し
た
の
山
山
線
機
及
び
事
務
改
綴
じ
附
附
す
る
こ
と
岳
山
川
公
開
附
及
び
緑
地
口
附
附
す
る
こ
と
。
な
り
ま
せ
ん
。
市
内
的
期
限
に
返
灘
し
な
け
れ
ば
な
9
家
総
務
等
に
関
ナ
る
糸
例
的
一
部
を
附
仙
波

「
室
及
川
V

制
仰
い
を
「
部
」
に
、
必
一
総
務
部
臨
我
目
邦
子
前
線
的
刷
機
町
総
長
で
線
機
動
開
閉
我
孫
子
市
総
人
庁
ン
拙
席
獲
翁
疑
獄
後
せ
ん
a

波
紋
は
、
臨
時
療
臨
mmw~
気
付
を
受
す
る
糸
約

体
協
が
会
『
土
木
部
」
口
、
っ
隊
発
郡
山
山
文
縦
波
び
法
制
崩
に
開
削
す
る
恥
}
k
e

内
も
の
の
報
酬
及
び
後
附
森
市
削
に
間
内
す
糊
脳
炎
条
例
的
判
制
定
け
た
者
に
対
し
、
食
蛸
制
慾
す
総
給
食
行
線
市
道
路
線
内
総
波
及
び
即
時
止
に
つ
い
て

を

軍

部

L

は
改
め
ま
し
た
。
山
議
案
内
翠
に
燃
す
き
}
と
。
る
条
例
内
一
を
h

改
正
す
る
条
例
こ
の
条
例
は
、
事
行
う
語
検
診
う
こ
と
仁
な
っ
て
い
ま
す
。
怒
昭
和
例
年
義
正
予
算

各
拙
部
内
務
務
分
掌
は
次
の
と
お
り
で
問
中
柑
代
校
対
そ
の
抽
出
対
政
に
開
附
す
る
同
組
淡
情
勢
丹
変
動
及
び
総
市
と
の
埼
に
総
ヴ
喜
一
問
人
カ
ン
の
や
衡
を
行
、
ヲ
者
、
削
機
然
添
玄
市
中
小
ノ
点
数
液
晶
四
験
再
H
条
例
際
機
核
抑
年
度
我
紙
子
中
間
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総
会
計
予

す
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と
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し
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級
制
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吟
止
す
る
た
又
は
介
護
者

ι対
し
、
金
融
償
問
闘
争
一
効
的
一
部
を
改
な
す
る
条
約
算

省
長
公
笈
凶
契
約
に
削
附
す
る
こ
と
。
め
に
同
縦
波
怒
れ
ま
し
た
。
じ
て
必
淡
な
後
岡
市
を
渋
品
目
す
る
こ
と
に
終
孫
子
市
中
小
金
業
旧
制
炎
糸
倒
的
第
畑
粗
削
m
紛
終
年
度
我
録
手
術
関
u
間
後
続
保

小
川
儀
式
及
び
裕
容
に
酬
附
す
る
こ
と
e

削
除
絞
殺
一
市
に
相
関
す
る
コ
と
包
総
ぬ
孫
子
お
修
学
祭
会
側
腕
付
恭
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室
内
縁
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療
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し
、
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門
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検
事
業
特
別
余
針
子
耐
熱

山
署
と
謀
総
務
盤
に
間
関
す
る
ニ
と
ふ
税
務
に
開
附
す
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校
又
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印
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付
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す
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す
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仲
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滋
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懲
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又
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療
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す
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る

と

渡

辺

霊

沃

初
出
川
民
家
何
回
応
宵
F
j
v育
成
に
間
関
す
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す
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仲
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付
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さ
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廿
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月
i
臼
付
け
で
環
境
認
を
ク
リ
ン
セ
ン
タ
ー
と
料
求
雲
久
〈
挙
管
理
委
員
会
務
護

人

占

領

異

動

・

行

政

治

護

士

タ

i
に
分
す
ま
し
た
@
間
以
〉
終
末
処
理
セ
ン
タ
ー
所
長
鈴
木

組
織
を
…
部
変
更
土
木
部
土
木
識
に
、
透
明
時
体
議
銭
円
一
郎
〈
し
開
品
川
議
長
)
土

・4
n
l
n
u
付
け
で
人
事
臭
効
と
、
を
一
樹
入
、
都
市
計
四
隅
珊
怖
が
線
設
相
附
か
ら
科
大
久
然
擦
問
(
捻
務
綴
議

行
残
組
織
的
…
総
会
今
お
諺
ι
Lま
し
た
。
都
市
一
部
に
変
り
ま
し
た
。
都
市
部
都
冷
一
幻
滅
総
長
増
市
同

行
日
蓮
織
の
変
更
で
は
、
総
数
都
が
人
綴
終
料
開
(
課
長
一
相
府
議
以
上
)
(
綴
謀
総
都
市
計
千
翠
絞
〉

土
本
裁
に
.
開
発
的
郁
が
都
市
お
に
な
〈
}
は
前
時
制
限
主
幹
中
竹
友
数
〈
総
裁
部

n
ソ
、
総
務
総
庶
務
課
に
捻
総
務
一
…
が
係
土
木
部
開
拭
伊
勝
一
輪
土
弥
(
時
鴨
緑
総
長

γ
e
M也
断
悶
帥
税
制
措
線
長
今
井
一
止
炎

を
、
日
間
生
出
山
市
営
金
収
川
償
制
ぢ
公
害
保
務
巾
級
以
怯
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図
栄
作
{
開
発
山
部
長
)
伽
静
仏
門
)
・
唱
瑠
争

を
、
料
開
市
総
務
口
都
市
改
逃
焔
洲
口
凶
丹
時
内
生
郎
主
斡
緩
湖
北
ム
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長
間
関
口
務
長
小
池
幅
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〈
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関

関
綾
子
薪
設
、
縁
語
審
歪
活
市
政
童
相
場
課
長
プ
制
定
課
長
義
務
総
帥
日
今
井
敬
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く
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。
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を
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が
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療
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自
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(3) 

ニ
的
協
み
を
然
然
す
る
た
め
、
4

n
1
日
か
ら
湖
北
ム
申
告
県
小
学
校
が
間
開

校
し
、
一
間
小
の
約
半
数
丹
田
仙
波
が
笈

小
に
首
相
ワ
ま
し
た
G

び
と
つ
め
学
校

が
2
つ
に
分
か
札
る
わ
け
で
す
か
お
、

先
生
む
生
定
。
お
な
ご
り
お
し
〈
、
お

別
れ
的
災
企
図
小
絞
殺
で
↓
行
い
ま
し

滋北合間小から湖北台東小へ

お踊れのパレード

市
内
を
一
祷
と
い
家
小
に
行
〈
先
ゑ
1
人
ひ
と
り
め

う
よ
り
降
下
で
も
存
あ
い
さ
つ
が
あ
り
‘
佼
叫
軌
を
淡
い
、

数
件
V

ン
モ
ス
絞
‘
申
在
沖
の
お
刷
判
札
の
滋
綿
織
と
鋭
い
た
あ

線
北
ム
円
材
開
小
学
校
は
、
と
、
プ
ラ
ス
パ
ン

γを
先
殺
に
、
家

出
品
波
紋
が
2
0
0
0
小
羽
生
織
と
な
る
人
た
ち
が
殺
し
い

人
を
越
s
e
a
-
γ
レ
ハ
学
校
ま
で
行
滋
し
ま
し
た
E

プ
校
脅
を
建
て
る
な
凶
小
口
山
明
る
先
生
や
術
術
開
た
ら
は
、

ど
で
筏
業
を
時
就
け
て
港
町
織
に
議
ん
叫
に
胤
搬
手
と
徴
般
の
誉

き
ま
し
た
。
裁
を
か
け
て
見
送
リ
ま
し
た
。

活
い
い
流
札
込
ん
で
き
ま
す
。

当
然
、
市
か
ら
市
民
的
皆
さ
ん
へ
の

お
知
ら
せ
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
ξ

い
る

わ
け
で
す
が
、
今
ま
で
拡
阿
川
2
感
発
行

し
て
い
る
ん
仏
報
だ
け
が
総
か
い
情
報
公

淡
の
手
段
で

L
た。

し
か
1
、
1
潟
附
州
凡
甘
く
ら
い
内
務
鋭

世
、
ど
こ
じ
い
て
も
疋
確
円
い
す
ば
や
く

知
り
た
い
と
い
う
出
制
緩
が
強
ま
っ
て
き

た
た
め
、
明
地
縁
陥
を
使
っ
て
市
刑
政
ガ
イ
ド

を
4
月
1
日
か
ら
絡
め
ま
し
た
a

自曜当番鹿も

ま
す
a

滋
た
〈
機

照

糊

明

知

山

た

〈

物

は

も

洗

た

く

拙

間

一

…

関

分

の

け
い
光
灯
的
弱
織
が
岡
怖
く
な
っ
た
わ
分
置
を
ま
と
め
て
洗
い
ま
L
ょ
う
。

取
り
終
え
ま
し
ょ
う
令
明
る
さ
が
総
下
洗
い
が
終
っ
た
ら
す
す
ぐ
紛
に
淡
水

し
ま
す
。
{
日
間
ワ
ァ
ト
の
け
い
光
灯
?
日
時
で
酎
臨
本
し
ま
L
S
う
6

す
す
き
が
殺

は
約
3
5
6
0
時
隊
約
1
年
6
ヵ
m
け
で
か
〈
て
す
み
ま
す
。

号

替

え

る

と

ほ

語

的

手

。

議

康

け
い
漁
灯
は
、
内
側
叫
mw川
よ
り
級
岬
関
川
別
察
側
側
も
た
ま
は
は
そ
う
と
し
ま
し
ょ

と
す
。
問
問
と
明
る
さ
を
得
る
め
に
は
、
う
。
汚
れ
る
と
冷
え
に
く
〈
な
り
ま
す
e

け

い

先

立

長

江

守

分

泌

引

」

時

警

は

還

し

の

良

い

す

の
み
需
主
主
す
会
一
う
ツ
一
ず
し
い
と
こ
ろ
に
緩
急
ま
し
ょ

テ

レ

ビ

…

よ

コ

一

乙

剖

澄

し

が

緩

か

っ

た

り

同

闘

機
関
川
震
装
約
テ
レ
ビ
は
、
一
む
う
一
皮
肉
潟
い
と
こ
ろ
じ
柳
川
〈
と
篭

務

E
Z害
時
盟
な
こ
を
慎
示
が
ム
ダ
に
俊
わ
れ
ま
す
。

と
き
は
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
…
誌
に
一
主
的
震
は
な
る
べ
く
少

2ず
し
て
三
ま
し
ょ
う
。
時
十
し
?
し
ま
し
ょ
う
鯵
主
義

的
獲
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
ど
け
で
を
漁
が
し
ま
せ
ん
修

は
5
I
開
ワ
ッ
ト
の
警
高
表
し
て
ア
イ
悶
ン

い

ま

す

a

組

制

む

の

、

ハ

ン

カ

チ

、

化

サ

ん

畿

は

そ

う

じ

機

淑

皮

肉

帝

時

く

な

ら

な

い

う

ち

，

ま

た

は

集
じ
ん
袋
内
コ
ミ
は
い
っ
ぱ
い
ね
な
余
熱
金
利
同
情
す
る
k
む
だ
が
わ
ゆ
ま
せ

ら
な
い
う
%
に
捻
て
ま
し
ょ
う
。
平
め
ん
e

に
待
て
る
ガ
が
杭
成
問
中
よ
〈
使
え
ま
す
。
ス
チ
j
8
5
5
5
e
ム
式
は
み
?
を
適
量
に
し
ま
し

滋
気
的
ゐ
る
け
同
こ
り
や
水
h
u
ど
を
吸
ょ
う
。
お
湯
が
あ
っ
た
ら
制
刊
州
市
し
ま
し

い
み
ま
せ
な
い
よ
う
じ
し
ま
し
ょ
う
の
ょ
う
a

挨
じ
ん
袋
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を
つ
ま
ら
せ

ー

う
前
に
闘
例
措
叫
場
内
ハ
ト
拘
ブ
ン
を
治
機

L
h
活
け
れ
ば
な
‘
h
γ
迷
惑
焼
。

く
ら
し
の
メ
努
①

ブラスパンドをきもを請に行革主する東小生徒

ユ

リ

カ

モ

メ

一

(
カ
モ
メ
粍
)
一

∞
革
命
諮
・
羽
山
間
山
川
な
ど
で
同
月
、
託
、
一

S

4為
と
し
て
秋
9
月
下
何
時
ご
ろ
渡
米
L
.
一
湖
北
合
鳩
山
崎
に
除
む
話
冬
ん
.
添

削
打
開
池
森
5
m
月
初
旬
ご
ろ
ま
で
に
法
枕
倒
へ
一
協
同
明
記
入
っ
て
日
ソ
ク
ぇ
滅
践
的

引
旅
立
ち
ま
す
。
白
っ
ぽ
い
体
と
、
く
ち
…
グ
ス
議
や
ょ
に
ハ
ト
が
熟
会
品
作
η
、

子
ば
し
と
馴
仰
が
赤
い
小
製
の
カ
モ
メ
で
雫
一
役
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
か
ら
む
て

際

請

は

吉

野

菜

い

草

棄

と

な

…

こ

で

議

選

入

者

v

は
、
ま
主

総
怜
ヘ
4
月
中
山
河
川
以
除
に
は
頭
部
が
然
尚
一
ま
れ
た
て
で
、
H
V
e
r
E
子
早
急
る

品
口
に
会
る
も
の
が
多
い
よ
3
で
す
。
…
ま
で
は
品
別
怒
号
フ
も
な
く
、
税
烏
が

沼
に
多
い
棒
状

ι緩
ん
で
と
ま
っ
て
一
毎
日
品
分
を
運
ん
で
き
ま
す
。
$
き

い
る
姿
は
美
し
い
も
の
で
タ
。
一
ん
は
、
人
浴
の
時
、
自
分
的
身
体
を
洗

描
咋
へ
る
ま
で
、
も
う
企
し
か
主
/

わ
か
り
ま
す
怪
し
か
し
.
関
狗
日
明
年
以
心
次
い
で
手
議
以
下
2
位
内
田
・

8
%

時
間
は
こ
れ
が
逆
転
し
社
会
浴
が
自
然
増
を
押
附
録
し
て
い
ま
寸
。

を
は
る
か
口
上
削
闘
っ
て
き
て
れ
ま
す
a
こ
の
詩
的
1
絞
殺
当
り
の
殺
帝
人
質

ニ
れ
は
、
緩
和
山
崎
年
に
抑
制
北
会
細
川
川
端
を
沼
紛
幼
年
と
給
制
収
す
る
と
、
総
雨
刊
却

が

護

人

霊

長

長

1

万

人

が

略

的

E
事
5
・
6
人
に
で
、
昭
和

市
外
か
ら
転
入
し
て
診
た
こ
と
に
よ
り
部
年
は
1
俊
帝
3
-
e
人
と
質
的
引
な
一
閥

ま
す
プ
ま
た
、
そ
の
後
、
済
制
能
川
行
、
で
も
大
き
く
融
純
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
川
澄
織
を
火
綴
に
し
、
ま
も
な
く
そ
の
幾
で
は
、
寸
総
裁
は
カ
ン
ノ
ン
と
い
い
、

平
代
際
線
開
通
、
室
内
統
鐙
薄
め
か
り
ま
す
。
川
選
令
を
地
に
緩
め
、
や
が
て
そ
め
上
部
落
曲
川
一
審
委
域
内
に
ゐ
9
・
殺
を

校
会
機
壌
が
定
破
慨
し
た
こ
と
も
手
紙
っ
約
制
刊
品
年
以
総
昨
年
間
自
然
滋
辻
、
町
は
有
壌
を
点
て
ま
す
。
あ
る
日
い
は
、
か
こ
ん
で
一
織
に
石
穫
が
な
ら
ぷ
e
埋

て
‘
人
口
流
入
は
依
然
ハ
イ
ペ
l
ス
を
約
1
2
0
0
人
、
社
会
緩
め
4
0
6
0
M
す
で
に
務
絡
が
立
っ
て
い
て
、
々
的
墓
ラ
ン
ト
ウ
拡
都
議
は
ず
札
円
増
品
川
中

保

っ

て

い

ま

す

。

人

と

い

う

べ

1

3

今

後

会

話

〈

つ

へ

署

長

め

ま

す

写

書

で

は

の

草

で

、

寝

室

内

共

採

で

あ

る

。

開
閉
和
田
部
凶
関
勢
務
殺
に
よ
る
と
、
人
む
町
と
予
綴
怒
れ
ま
す
。
山
紹
和
的
引
車
に
東
常
時
中
総
減
反
総
合
附
問
時
四
め
た
併
《
位
、
法
合
的
枚
か
緩
み
か

1
1
1
;
+
1
1
;
l
4
?
-
j
i
-
-
;
i
i
i
i
1
4
今
川
肇
務
一
望
に
よ
る
火
費
毒
殺
容
ね
る
。
7
級
以
下
手
数
民
は
ク
ネ

翻

鰯

鱒

鞠

鑓

t
t

喜
業
と
喜
多
様
、
ア
ザ
士
ア
無
附
さ
れ
る
家
で
は
、
閣
議
(
土
懇
が
と
よ
客
数
本
会
最
ね
た
も
的
を
た
て

轍

襲

襲

撃

謡

時

代

F

線
を
絡
め
た
動
機
も
、
小
学
生
丹
後
、
叫
…
徴
的
で
し
た
e
る
。
機
墜
へ
ま
い
る
の
は
1
4
年
内

麟
麟
醸
轍
鱗
鱒

M
何
回
つ
カ
に
ど
り
つ
か
れ
た
入
、
や
っ
て
み
な
山
内
州
議
と
な
る
と
各
地
検
々
思
議
つ
ば
ら
カ
ン
ノ
ン
へ
ま
る
。
緩
め
た

鱒

欝

観

襲

江

ク

い

か

と

き

そ

わ

れ

て

、

事

仙

川

い

た

人

一

が

あ

り

手

。

言

受

諾

り

方

警

・

2

2

ひ

と

つ

か

み

を

も

っ

轟

轟

欝

捜

鷺

と

そ

れ

ぞ

れ

で

あ

る

n

了
、
…
拶
特
色
が
あ
る
の
は
、
緩
め
た
て
と
ノ
ン
へ
ま
が
み
る
に
議

鱗

鱗

欝

鰭

鱗

院

は

は

自

然

豊

受

発

室

長

三

当

時

判

所

へ

警

内

を

み

る

時

男

切

上

げ

、

り

慕

こ

と

し

て

い

ま

す

。

響

額

鐘

相

〈

は

三

重

も

明

け

方

ま

で

j
y
一
ぞ
れ
か
ら
後
は
別
立
へ
詣
る
よ
う
続
税
で
は
、
表
的
署
員

観
鰯
翻
畿
鱒
額
欄
〉
必
也
|
ジ
を
送
り
何
時
げ
た
と
誘
う
か
ら
、
山
に
す
る
と
い
う
援
凡
で
て
ま
た
拭
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
町
一
隙
m
閣
と
し
て

翻

盤

線

総

鱒

灘

鍾

諸

問

無

線

的

警

は

相

当

官

的

。

Z務
総
へ
詣
り
つ
ザ
け
る
一
方
‘
あ
は
車
内
定
葬
毒
殺
が
あ
り
ま
す
が
、

購

麟

欝

鷺

山

吋

奪

と

の

交

言

実

在

宅

ふ

る

時

期

器

、

別

的

所

へ

も

絞

る

と

纂

め

も

の

と

9

い
て
は
昭
和
撃
に
ラ

欝
鶴
錦
繍
鰭
鋪
露
け
ペ
フ
リ
カ
大
級
を
一
惨
い
て
、
的
問
的
5
大
隊
山
い
う
機
犬
で
す
a
ニ
的
殺
し
い
摂
り
ン
ト
ウ
を
ぽ
…
廊
務
制
唱
し
た
こ
と
が
あ
げ

騒
綴
織
機
際
競
《
支
を
?
ぺ
て
径
一
賭
し
た
人
や
、
線
科
か
ら
附

4

入
叫
ヲ
'

顛
灘
灘
灘
翻
盤
伝
為
的
Q
S
L
?
"
?
を
集
め
て
い
る
人
な
附
¥
l
i
i
i
l
i
i
l
i
a
i
-
-
i
j
J

ぬ
液
お
隊
j
d

一

瞬
盤

Z

ど

殺

し

み

方

も

い

ろ

い

ろ

あ

る

。

土

あ

在

ζ
を

繋

る

鱗

山

一

日

九

戸

郡

一

C
Q
，

s-こ
ち

ら

J

R

I

A

A

5

2

蓄

を

芝

ょ

し

た

ん

制

!

i

l

l

l

l

i

l

i

-

-

L

壬

ス

一

気

一

Q

去

に

む

け

て

撃

す

る

ア

エ

と

察

官

会

メ

ツ

セ

l

μ

が

え

古

刊

の

藷

り

慕

d匂
‘

ヂ
葉
、
島
h
ぬ
人
と
め
衣
夜
中
れ
込
ん
で
く
る
と
、
建
内
密
室
飛
二

丹
時
簡
ら
い
で
あ
る
。
自
分
的
後
波
が
包
に
日
品
え
る
よ
う
ど
の
岬
的
~
場
所
に
は
多
〈
お
塔
が
な
て
ら
れ
り
れ
ま
す
。
弘
前
に
は
各
々
内
線
柑
耕
地

ア
マ
チ
ぷ
ア
熱
線
内
ク
ラ
ア
「
台
紫
何
十
日
々
ベ
仰
向
千
キ
ロ
も
絞
れ
た
人
山
ま
て
あ
る
い
は
ず
で
い
い
立
ヱ
ム
点
は
祭
祝
さ
れ
る
か
、
寸
ぶ
ラ
い
ら
れ

ク
ラ
ブ
い
は
、
発
殺
し
て
凶
年
以
上
、
と
内
総
夜
中
町
交
僚
は
、
実
に
織
し
い
摩
川
る
お
泌
が
あ
り
ま
す
臼
斗
則
的
緩
縁
地
て
、
そ
こ
に
は
憾
の
滋
然
が
ま
れ
ん
務
ら

閣
情
伐
お
お
誌
ど
の
全
員
が
、
夜
空
に
掠
あ
な
た
も
ア
叩
チ
ュ
ア
綿
綴
を
や
っ
叫
も
墓
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
ニ
の
れ
て
い
た
も
の
を
、
金
…
ρ初
じ
区
制
針
。

山町

む
け
て
滋
放
を
送
り
続
け
て
い
ま
T
B

て
み
ま
せ
ん
か
、
府
税
ク
ラ
ァ
感
激
絡
叫
新
し
い
祭
り
内
務
所
も
墓
と
み
な
さ
を
し
ぞ
一
戸
別
内
務
総
と
し
た
の
?
?
号

室

は

、

高

会

貢

公

務

員

、

薮

5

7

5

4

・

久

保

有

…

れ

る

の

で

、

ー

を

つ

怒

急

車

三

重

へ

カ

シ

ノ

ン

に

め

っ

た

毒

l

i

l

i

i

l

i

l

i

-

-

i

l

i

l

i

-

-

i

m

が

あ

ら

わ

れ

ま

す

。

こ

の

よ

う

μ
務
を
移
し
求
し
だ
そ
の
た
め
、
以
紛
に

川
級
品
争
捨
て
て
則
的
に
祭
地
歩
合
け
、
第
は
も
っ
ぱ
ら
カ
ン
ノ
ン
に
絞
っ
て
い
た

4
月
1

厨

か

ら

紙

萄

が

ワ

イ

ド

に

ヰ

号

葉

子

t

e

装

工

為

・

ア

次

棄

と

一

守

護

地

と

を

持

つ

の

が

、

表

出

ラ

ン

}

ウ

に

諮

る

よ

う

均

f
zぎ
る

綴

L
5
1
2議会
し

そ

に

な

り

ま

し

な

J
ン
ノ
ン
じ
は
護

「

私

の

ふ

る

単

一

に

ど

し

ど

し

投

稿

を

だ

よ

り

い

一

そ

も

み

ま

し

た

ω

問

票

制

件

発

生

は

護

N
M前
言
仏
円
み
が
成
っ
て
い
毛

2
2
n
す
長
制
相
あ
び
甲
山
内
紙
+
用
語
警
に
寄
ら
れ
た
綴
撃
を
、
高
的
改
正
喜
号
、
ワ
イ
ド
で
、
て
か
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
考
古
ラ
ン
ト
ウ
に
は
童
貴
重
警

滋
を
一
日
締
役
正
し
ま
し
た
。
機
う
「
市
国
民
抑
制
総
重
L

・
中
央
公
開
民
柏
崎
拳
め
綱
か
な
総
磁
づ
く
り
合
ね
ら
っ
て
川
札
、
国
防
品
眠
時
間
で
は
お
く
は
選
数
滋
山
部
念
し
た
ぷ
叫
明
容
認
合
同
地
問
が
建
て
ら

ま
改
正
室
、
2
長
葱
.
3
鰯
努
的
沼
望
潜
祭
蓄
舎
雪
壱
葬
す

Zる
ω

重
語
お
守
り
、
基
記
事
事
麦
め
完
光
護
炎
警
と
重
中
芸
泌
…

ν怜

祈り丹又舟}…肉闘M
刷郎附品分珂を記市事併で

ま
そ
ん
鋼
電
話
を
L
花
時
、
築
山
内
が
途
中
か

ら
紛
ま
っ
て
も
、
も
う
1
皮
緩
和
怖
か

ら
耕
り
ま
で
欄
間
叶
ま
す
@

広
報
ど
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
的
2

本
立
て
で
緩
急
ん
の
簿
線
キ
ャ
ッ
チ

は
、
よ
ワ
確
実
金
、
む
的
位
な
る
こ
と

で
し
ょ
、
フ
。

キ
討
は
相
内
が
あ
る
か
な
と
考
三
え
る

紛
に
、
あ
な
た
~
も
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ

し
て
み
ま
せ
ん
か
会
〈
企
簡
潔
)

を-/~
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譲ります 綴って下記事い

キ重量塁審樹(115隅 X75~rnX35酬*子供F寄島絞殺( 5、6急閣)

*シシデルベッド *ベビーベ 本必遺書 *漁?護者農 村伊 2段ベッ

ツド メベピータンス 家主暴行 ド *告書道室紛具一式{犬人用)

E診保被保検縫誌の
箆新はお済みですか

F専結君主的被保険者誌は 3丹羽目

で有効期限が切れましたがら、被

保険者廷で義援療機隠さ事告f建問でき

ません。まだ、後保険者是正を獲新

録 本:::1ンピラック *応幾滋 | していない方は、三豆急市役所額係

イス (2長選} 本片そでまJl.争 議りたい L的金設勺てほしい i 係の窓口で言任務して下怒い6
3憲議率 *シルバーパンチ事覇者篭 ものがありましたら. I荷:五銭ま 説護保年金書字、〉

水都市ガス濁オーブン(5000fIl でご連絡下ざい。

紛争で*プラスチック重量高品 位 (82)1151 内線233

戸 本工事量F笥ミシン (2会)苦言 (f有線番号が更をわ勺ましたから

ま員向上決議 ご注意ケドきい) 硬式謹E宗教 軟式撞球教

歩く市E晃教

7言I'l告 ~p ~ちながら設然町事長しさ

に機し、おき文化を若者ねてみませ

惨事象加機大人的制) 300Fヰ 争f五時 日月11詩から持潟水磁器 炉E当時 5持18日からま挙j護主眼日 ん会九この教室は均三Iml0IDl円子後

子{共的総 100F号 9時から11時まで町議幸子会を100'1， 9 時一 11時の議務会合 10 [r!1~ で、 Bfi/l・軒目を徐いた設にfi'い

(j萄1ご潟) 砂場耳時 i持ラニスコ-f ~場長持 子nm公i詩テエスコ山千 ますc 巾込はt意義で先導者訪れまて
t.華事主義人数 初緑、中級とも30ずれ 惨事主主義人数 軒}緑、中終左もぬれ 炉参鵠童華 料開500111

参襲撃用 I OOOfIl (然険料、受講料} 惨事辞書量翼繍 市内夜役、 (E~bの F子 炉申泌a 月18日

，，~控訴焚磯 市内藤佳、殺勤的 tr 炉鋒用 10001'1 (保険料、受器科) 惨事込先 技会事支7すま革

長寿大雪詐て'は本1f1主持続Lい学

明穫の交付'!:受けてから‘協の市 級生hを募集します。 1制限時4年間

町村で児主主争当競'"をして Fきい) ですc

参金高生t喪詩唱の室長百度内持。{名義人は ふるって、ご参加下さい。

受給者でみること)

本裁裁やlSf，誌に達した場合従ど、

児殺の数口地滅的あった略。

ネ受給者が公務主義になった時@

(総祉事務員培技会係)

沢渡s殴
f総務予Y首ふなつ寺大会j
F行 p

参算書B 4月29陸{受験誕生日〉

m~可決行

b応害事繁務 65i量以上で我干草子市

議{主的方

B砂番参加食 年間2000fIl

炉支署話時 'EIニ fつつヒ羽;J

"到す 4月日詰から賞主話ぞ

"申込先 殺事著書きE司会社会事責苦著書果

岱 (82)11511有線294

@重き号苦TiE
1>受給当日、午総4時30分から 広報41ヲ1行号で、長努大学的

H寺まで勿 容j~ll更が 2 万F号となっていました

傍受付場所 浅!現銭円たもとめ大 が、 2000f守的蓄熱りでしたの

会本書蕗(!長期線新本語発下車、被告 お裁がして議TlEさせていただき
15分) ます。
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1>申込 4月20日午前9待から堵 惨串込 4月19詩守;ドj9時から中

北官主主紛で受付。 央公民館で受:I，t~ 4H20H以降は

4月21日以降は1土余教育雲撃で受H 託金数1f，芯ぜ受付けます

けます。(社会教育譲役会事主管課)

水道料金取扱い
新幾指定金融機関

4 H 1日から、続たじ水i護料

金などを家主投う金除機際金銭定

しましたのでご"lJJ!rfさ
砂金書撞軽量事署名 J三和銀行本山と

各支成 (水i蓋然}

智 (82)1151 1勾綿294

(1士会教育課〉

移動産3誓書館
ひかり努巡IID8

炉尽き是 4月28自主 6月3H. 

丹15枝、 8月258

機絞め工事mは衰のどおりです。 11 "機所 務出存資早館前、 10時40
;宕3主I草1霞ミは緩和53年 3}131H I1 分から11持30分まで窃 あらきめ

までです。(水道部) 11 ス パー線、 13時から13時50分ま

命⑮骨骨量轡@⑧骨

22金

23土|官隊曹貸部恒帆公民間訟2…諒

24品君主吋制9帥集会{ 献なっメ口大会抑つつじmo.鵠
1)1 ~詰綴議昔日正r泊中炎議院世胡一的?以外a 絞・産・向・小}

! っつじ主主持鈴自25 開吋糊克λ複線滋樹暖m 然強制。0-15純
丹 w心涯とと欄該当;修控支議仏帥-15.鵠

26 *1:噴き器詰失公民館崎議12・曲--16・蹄
4 

h1=臨時間お 2
29 @1=議議認目前例判 事

3七←ー抵

27水

つつじ殺で
主主つメロ大会

出lurzr
隠
明
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V 
~~ 

の 4[UJm~ す令当日は地域老人間

f本土器滋iまいたしません。

{つつヒ道J

説明るい話題

1>>註洛皇霊符後菜子女五主から、子校

然公開に総街でPきるようにと、

っと帥本、さコき20本をいただき

ました。

砂問中友祭器さん{筏滋子1760-21)

かんベビーベゾド、うぱ卒、おむ

ちゃ毒事をいただきましたe

"内山綾慈悲ん(栄24-14)から

後関係育日間 I~ 笠理主タンスと洗液機

生、い式三I!きました。

皆さんのご野君主に議総し有効に

使わ"ていただきます。
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喜善きます。 帯f主Jt主Eまの郵便総務が、 1'"西対

(野鳥を'il'る台、 i護i立時82-0521) から我係 f潟に号!:"りました。

て!.i丙(J)長瓦蚕吾訊 まに糊貯余情勢保険的集

、 一切 ¥ 金事務も我孫…子局でfすいます。
¥改正されます ¥ L:一一…一一一一一一一一一一ーム {事翼線子重"健局)

碧高震災被告事会

春の展覧会

低二重二区¥
/"¥¥  

手資滋高野山総.?t;

砂日時 4 月 24 悶 (8) 午詰.~19 時

翁役所集合(f精ヲミ決行)

※午後1時から許取争1!l士て'総会を

千葉県内で働いていゐ余労働者

に適1Il，きれる f'$羅県殻1/主資金i急、

自給2180円(1時刻273円)にま主

まされました。 ょこめ千楽祭君主i正t者

金はバー十タイ?→、アルバイト‘

脇時工などすべての労務導者に瀦隠

され、県内的事業主はこ紅より主主

争奪③@

法律欄談

4 fl 1事日 (火}

市民相談窓

い代金を支払うことはできませんの

丹ほか、 8~投手下出量生{札口令が

決定されています。

蒸し〈は千猿労'通寺島毒栴r.l1t全課

まで芝ま0412(51) 6880 

有イ表地区の郵便が
我孫子局で
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係子支高野2，皆広間

j テレホンサービス

i 寄託言語をかけることによ号、
:機内業務等がわれます。

; 平日誌E巡閥的業務、目線'

II本自には、日綴・休日当番機
iがわかります。 (24時間可説話)
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